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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第20期

中間連結会計期間
第21期

中間連結会計期間
第20期

会計期間
自　2024年９月１日
至　2025年２月28日

自　2025年９月１日
至　2026年２月28日

自　2024年９月１日
至　2025年８月31日

売上高 (千円) 4,838,248 4,723,810 10,234,033

経常利益 (千円) 397,270 326,065 714,241

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(千円) 213,513 137,803 143,755

中間包括利益又は包括利益 (千円) 208,704 131,557 143,399

純資産額 (千円) 4,522,718 4,711,431 4,530,300

総資産額 (千円) 8,328,996 8,898,155 9,409,689

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 13.49 8.65 9.06

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) 13.25 8.52 8.88

自己資本比率 (％) 53.0 50.9 46.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 83,788 △524,014 1,408,641

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △128,437 △116,510 △272,802

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 70,250 47,578 10,988

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 3,253,516 3,783,118 4,373,643
 

(注) 当社は、中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありませ

ん。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

(資産)

当中間連結会計期間末における資産合計は8,898,155千円となり、前連結会計年度末に比べ511,533千円減少いた

しました。

このうち、流動資産は5,771,956千円(前連結会計年度末から371,642千円の減少)となりました。これは主とし

て、受取手形、売掛金及び契約資産が15,211千円、棚卸資産が159,215千円、その他の流動資産が44,701千円それぞ

れ増加した一方、現金及び預金が590,525千円減少したことによるものであります。

固定資産は3,126,198千円(前連結会計年度末から139,891千円の減少)となりました。これは主として、ソフトウ

エアが11,522千円、ソフトウエア仮勘定が19,300千円それぞれ増加した一方、のれんが129,283千円、顧客関連資産

が30,150千円、繰延税金資産が10,817千円それぞれ減少したことによるものであります。

 
(負債)

当中間連結会計期間末における負債合計は4,186,723千円となり、前連結会計年度末に比べ692,665千円減少いた

しました。

このうち、流動負債は3,142,973千円（前連結会計年度末から730,713千円の減少）となりました。これは主とし

て、買掛金が40,578千円増加した一方、預り金が579,576千円、短期借入金が75,000千円、未払法人税等が83,675千

円それぞれ減少したことによるものであります。

固定負債は1,043,750千円（前連結会計年度末から38,047千円の増加）となりました。これは主として、長期借入

金が75,150千円増加した一方、契約損失引当金が37,500千円減少したことによるものであります。

 
(純資産)

当中間連結会計期間末における純資産合計は4,711,431千円となり、前連結会計年度末から181,131千円増加いた

しました。これは主として、新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ11,076千円増加し、親会社

株主に帰属する中間純利益137,803千円を計上したことによるものであります。

 
(経営成績)

当中間期連結累計期間における日本経済は、円安を背景としたインバウンド需要の拡大や賃上げによる雇用・所

得環境の改善に加え、人件費や資源価格の上昇分を価格転嫁する動きがみられるなど、緩やかな回復基調で推移し

ました。一方、金融資本市場の変動の影響、継続的な物価上昇、各地で発生している地政学的なリスク等による世

界経済の下振れに伴う我が国の景気下押しリスクは解消しておらず、先行きは依然として不透明な状態にありま

す。

当社グループでは、各事業会社が共通顧客基盤に対するアプローチを積極的に行うことで、顧客獲得、事業規模

の拡大を進めてまいりました。

以上の結果、当中間連結会計期間における売上高4,723,810千円（前年同期比2.4％減）、営業利益327,526千円

（前年同期比19.1％減）、経常利益326,065千円（前年同期比17.9％減）、親会社株主に帰属する中間純利益

137,803千円（前年同期比35.5％減）となりました。また、当社グループが経営戦略上の重要指標であると捉えてい

る調整後EBITDA(*)は593,116千円となりました。

(*) 調整後EBITDAは、営業利益と減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）及び株式報酬費用の合計額と

なっております。
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セグメントの概況は以下のとおりであります。

a．キャッシュレスサービス事業

「キャッシュレスサービス事業」については、連結子会社である株式会社バリューデザインにおいて、新サービ

ス導入や既存顧客での独自Pay決済割合増加等で、業績は堅調に推移いたしました。キャッシュレスサービス事業の

当中間連結会計期間における顧客数は1,144社となり、累計エンドユーザー数は236,354千人となりました。また、

当中間連結会計期間における独自Payの決済取扱高は772,887,727千円と堅調に増加いたしました。

その結果、キャッシュレスサービス事業の当中間連結会計期間における売上高1,925,108千円（前年同期比2.1％

増）、セグメント利益463,560千円（前年同期比11.6％増）となりました。

 
b．デジタルサイネージ関連事業

「デジタルサイネージ関連事業」については、引き続きデジタルサイネージ導入需要が旺盛であり、受注は堅調

に推移しているものの、連結子会社である株式会社クラウドポイントにおいて、一部顧客向けに納品の期ズレが発

生しております。また、当中間連結会計期間におけるデジタルサイネージ累計設置面数は71,064面、累計設置箇所

は31,673箇所で、順調に増加いたしました。

その結果、デジタルサイネージ関連事業の当中間連結会計期間における売上高2,413,517千円（前年同期比6.0％

減）、セグメント利益330,922千円（前年同期比12.8％減）となりました。

 
c．ソリューション事業

「ソリューション事業」については、連結子会社であるアララ株式会社の主要なサービスであるメッセージング

サービスにおいて、新規顧客の獲得が順調に進み、業績は堅調に推移いたしました。当中間連結会計期間における

解約率は0.5%、取引社数は406社となりました。

その結果、ソリューション事業の当中間連結会計期間における売上高388,455千円（前年同期比0.4％増、セグメ

ント間の内部売上高4,406千円を含む）、セグメント利益149,309千円（前年同期比6.4％減）となりました。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は590,525千円減少し、3,783,118千円となりました。

なお、当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは524,014千円の使用となりました。これは主に、税金等調整前中間純利益

329,638千円、減価償却費104,293千円、のれん償却額129,283千円、棚卸資産の増加額159,215千円、預り金の減少

額579,655千円、法人税等の支払額263,037千円によるものであります。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは116,510千円の使用となりました。これは主に、有形固定資産の取得による

支出11,690千円、無形固定資産の取得による支出104,753千円によるものであります。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは47,578千円の収入となりました。これは主に、短期借入金の減少額75,000

千円、長期借入れによる収入300,000千円、長期借入金（一年内返済予定を含む）の返済による支出198,032千円、

新株予約権の行使による株式の発行による収入21,134千円によるものであります。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 
(5) 研究開発活動
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該当事項はありません。

 

３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,000,000

計 47,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2026年２月28日)

提出日現在発行数(株)
(2026年４月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,963,148 16,017,148
東京証券取引所
グロース市場

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
であります。なお、１単元
の株式数は100株となりま
す。

計 15,963,148 16,017,148 ― ―
 

(注) 「提出日現在発行数」欄には、2026年４月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年９月１日～
2026年２月28日(注)

55,740 15,963,148 11,076 1,065,446 11,076 1,043,666
 

(注) 新株予約権の行使による増加であります。
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(5) 【大株主の状況】

2026年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三浦　嚴嗣 神奈川県川崎市宮前区 2,490,903 15.61

岩井　陽介 東京都港区 1,506,500 9.44

株式会社CARTA HOLDINGS 東京都港区虎ノ門２丁目６－１ 917,900 5.75

尾上　徹 東京都中央区 573,040 3.59

株式会社マーフコーポレーション 東京都港区南青山７丁目１－29 464,980 2.91

大日本印刷株式会社 東京都新宿区市谷加賀町１丁目１番１号 439,040 2.75

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 335,307 2.10

株式会社カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－12 298,600 1.87

テクミラホールディングス株式会社 東京都千代田区神田須田町１丁目23－１ 250,000 1.57

IWAI GROUP PTE. LTD.
(常任代理人　SMBC日興証券株式会社)

10 ANSON ROAD #09-17 INTERNATIONAL
PLAZA,SINGAPORE
(東京都千代田区丸の内１丁目５番１号)

250,000 1.57

計 － 7,526,270 47.15
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    2026年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 － －

700

完全議決権株式(その他)
普通株式

159,480
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。15,948,000

単元未満株式
普通株式

－ －
14,448

発行済株式総数 15,963,148 － －

総株主の議決権 － 159,480 －
 

(注) 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式71株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2026年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

(自己所有株式)
ペイクラウドホールディン
グス株式会社

東京都港区南青山二丁目24番15号 700 － 700 0.00

計 － 700 － 700 0.00
 

(注) 当社は、単元未満の自己株式71株を所有しております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年９月１日から2026年２月28

日まで)に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(2026年２月28日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,373,643 3,783,118

  受取手形、売掛金及び契約資産 1,127,384 1,142,596

  棚卸資産 ※１  426,358 ※１  585,574

  その他 217,033 261,735

  貸倒引当金 △820 △1,066

  流動資産合計 6,143,599 5,771,956

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 14,090 12,521

   工具、器具及び備品（純額） 39,316 48,661

   リース資産（純額） 475 0

   建設仮勘定 4,873 －

   有形固定資産合計 58,754 61,182

  無形固定資産   

   のれん 2,000,727 1,871,444

   顧客関連資産 412,050 381,900

   ソフトウエア 371,124 382,647

   ソフトウエア仮勘定 171,840 191,140

   その他 657 614

   無形固定資産合計 2,956,400 2,827,746

  投資その他の資産   

   投資有価証券 32,439 32,362

   敷金及び保証金 133,952 133,728

   繰延税金資産 43,647 32,829

   その他 41,824 39,275

   貸倒引当金 △929 △926

   投資その他の資産合計 250,935 237,269

  固定資産合計 3,266,089 3,126,198

 資産合計 9,409,689 8,898,155
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(2026年２月28日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 630,563 671,141

  短期借入金 ※２  675,000 ※２  600,000

  １年内返済予定の長期借入金 331,090 357,907

  リース債務 522 －

  未払金 276,867 290,318

  未払法人税等 272,919 189,243

  前受金 261,730 259,166

  賞与引当金 44,216 46,109

  預り金 1,142,394 562,817

  契約損失引当金 62,000 73,500

  その他 176,382 92,769

  流動負債合計 3,873,686 3,142,973

 固定負債   

  長期借入金 765,878 841,028

  退職給付に係る負債 3,424 3,821

  契約損失引当金 236,400 198,900

  固定負債合計 1,005,702 1,043,750

 負債合計 4,879,389 4,186,723

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,054,369 1,065,446

  資本剰余金 3,023,762 3,034,839

  利益剰余金 303,153 440,956

  自己株式 △447 △447

  株主資本合計 4,380,838 4,540,794

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △5,259 △5,396

  為替換算調整勘定 △1,516 △7,624

  その他の包括利益累計額合計 △6,775 △13,020

 新株予約権 156,237 183,658

 純資産合計 4,530,300 4,711,431

負債純資産合計 9,409,689 8,898,155
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

売上高 4,838,248 4,723,810

売上原価 2,864,802 2,713,051

売上総利益 1,973,446 2,010,758

販売費及び一般管理費 ※  1,568,648 ※  1,683,232

営業利益 404,798 327,526

営業外収益   

 受取利息 3,030 5,193

 受取配当金 150 －

 為替差益 638 9,113

 受取保険金 1,930 －

 その他 1,281 857

 営業外収益合計 7,030 15,164

営業外費用   

 支払利息 13,953 16,124

 その他 604 501

 営業外費用合計 14,558 16,625

経常利益 397,270 326,065

特別利益   

 新株予約権戻入益 8,241 3,573

 特別利益合計 8,241 3,573

税金等調整前中間純利益 405,511 329,638

法人税、住民税及び事業税 218,933 181,078

法人税等調整額 △26,934 10,757

法人税等合計 191,998 191,835

中間純利益 213,513 137,803

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 213,513 137,803
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

中間純利益 213,513 137,803

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △4,267 △137

 為替換算調整勘定 △540 △6,108

 その他の包括利益合計 △4,808 △6,245

中間包括利益 208,704 131,557

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 208,704 131,557

 非支配株主に係る中間包括利益 － －
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 405,511 329,638

 減価償却費 94,860 104,293

 のれん償却額 129,283 129,283

 為替差損益（△は益） △864 △8,667

 株式報酬費用 50,681 32,013

 支払手数料 515 499

 新株予約権戻入益 △8,241 △3,573

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 256 242

 賞与引当金の増減額（△は減少） 22,142 1,893

 受取利息及び受取配当金 △3,180 △5,193

 支払利息 13,953 16,124

 売上債権の増減額（△は増加） △105,168 △14,282

 棚卸資産の増減額（△は増加） △81,568 △159,215

 仕入債務の増減額（△は減少） 202,839 36,780

 未払金の増減額（△は減少） △89,654 19,166

 未払費用の増減額（△は減少） △22,323 △32,212

 未払消費税等の増減額（△は減少） △5,722 △51,762

 前受金の増減額（△は減少） △42,752 △3,366

 預り金の増減額（△は減少） △282,602 △579,655

 契約損失引当金の増減額（△は減少） － △26,000

 その他 9,239 △36,184

 小計 287,204 △250,179

 利息及び配当金の受取額 3,180 5,193

 利息の支払額 △13,856 △15,991

 法人税等の支払額 △192,740 △263,037

 営業活動によるキャッシュ・フロー 83,788 △524,014

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △6,201 △11,690

 無形固定資産の取得による支出 △115,945 △104,753

 敷金及び保証金の差入による支出 △18,110 △851

 敷金及び保証金の回収による収入 － 785

 その他 11,820 －

 投資活動によるキャッシュ・フロー △128,437 △116,510

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 233,360 △75,000

 長期借入れによる収入 － 300,000

 長期借入金の返済による支出 △200,533 △198,032

 社債の償還による支出 △16,000 －

 リース債務の返済による支出 △2,688 △522

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 56,123 21,134

 自己株式の取得による支出 △10 －

 財務活動によるキャッシュ・フロー 70,250 47,578

現金及び現金同等物に係る換算差額 △354 2,421

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 25,247 △590,525

現金及び現金同等物の期首残高 3,228,269 4,373,643

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  3,253,516 ※  3,783,118
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【注記事項】

(中間連結貸借対照表関係)

※１　棚卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(2026年２月28日)

商品 6,874 千円 30,256 千円

原材料 340,245 〃 286,029 〃

仕掛品 79,238 〃 269,288 〃

計 426,358 〃 585,574 〃
 

 

※２　当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行（前連結会計年度は取引

銀行２行）と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約を締結しております。これらの契約に基づく当座貸

越契約及び貸出コミットメントに係る借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(2026年２月28日)

当座貸越極度額及び
貸出コミットメントの総額

180,000 千円 150,000 千円

借入実行残高 50,000 〃 50,000 〃

差引額 130,000 〃 100,000 〃
 

 

(中間連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
　至　2025年２月28日)

当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
　至　2026年２月28日)

給料及び手当 506,243 千円 544,356 千円

代理店手数料 170,723 〃 161,586 〃

業務委託費 99,324 〃 118,759 〃

賞与引当金繰入額 33,512 〃 29,707 〃

貸倒引当金繰入額 268 〃 298 〃
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(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
至　2025年２月28日)

当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
至　2026年２月28日)

現金及び預金 3,253,516 千円 3,783,118 千円

現金及び現金同等物 3,253,516 千円 3,783,118 千円
 

 

(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自　2024年９月１日　至　2025年２月28日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

当中間連結会計期間において、新株予約権の行使による新株の発行に伴い、資本金30,231千円、資本剰余金

30,231千円がそれぞれ増加しております。

また、2024年11月26日開催の定時株主総会の決議に基づき、2024年12月31日付で資本準備金の減少の効力が発生

しております。それに伴い繰越利益剰余金の欠損填補として資本剰余金から利益剰余金への振替を行ったことによ

り、資本剰余金が1,818,700千円減少し、利益剰余金が1,818,700千円増加しております。

この結果、当中間連結会計期間末において資本剰余金が3,016,664千円、利益剰余金が372,911千円となっており

ます

 
当中間連結会計期間(自　2025年９月１日　至　2026年２月28日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自　2024年９月１日　至　2025年２月28日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２

キャッシュ
レスサービス
事業

デジタル
サイネージ
関連事業

ソリュー
ション事業

その他
の事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 1,884,639 2,568,699 382,799 2,110 4,838,248 － 4,838,248

セグメント間の内部
売上高又は振替高

221 － 4,217 － 4,438 △4,438 －

計 1,884,860 2,568,699 387,017 2,110 4,842,687 △4,438 4,838,248

セグメント利益又は
損失（△）

415,339 379,304 159,471 △39,481 914,633 △509,835 404,798
 

(注)１．セグメント利益の調整額△509,835千円は、各報告セグメントに含まれない全社費用が含まれております。全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

当中間連結会計期間(自　2025年９月１日　至　2026年２月28日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２

キャッシュ
レスサービス
事業

デジタル
サイネージ
関連事業

ソリュー
ション事業

その他
の事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 1,925,108 2,413,517 384,048 1,135 4,723,810 － 4,723,810

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 4,406 － 4,406 △4,406 －

計 1,925,108 2,413,517 388,455 1,135 4,728,216 △4,406 4,723,810

セグメント利益又は
損失（△）

463,560 330,922 149,309 △27,797 915,994 △588,467 327,526
 

(注)１．セグメント利益の調整額△588,467千円は、各報告セグメントに含まれない全社費用が含まれております。全

社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自　2024年９月１日　至　2025年２月28日）

(単位：千円)

 

報告セグメント

合計
キャッシュレス
サービス事業

デジタルサイ
ネージ関連事業

ソリューション
事業

その他の事業

スポット売上 437,341 2,297,274 29,362 2,000 2,765,978

リカーリング売上 1,378,285 221,790 353,436 110 1,953,622

その他の売上 69,012 49,634 － － 118,647

顧客との契約から生じる
収益

1,884,639 2,568,699 382,799 2,110 4,838,248

外部顧客への売上高 1,884,639 2,568,699 382,799 2,110 4,838,248
 

 

当中間連結会計期間（自　2025年９月１日　至　2026年２月28日）

(単位：千円)

 

報告セグメント

合計
キャッシュレス
サービス事業

デジタルサイ
ネージ関連事業

ソリューション
事業

その他の事業

スポット売上 278,433 2,092,624 12,994 1,000 2,385,052

リカーリング売上 1,596,138 276,596 371,053 85 2,243,874

その他の売上 50,536 44,297 － 50 94,883

顧客との契約から生じる
収益

1,925,108 2,413,517 384,048 1,135 4,723,810

外部顧客への売上高 1,925,108 2,413,517 384,048 1,135 4,723,810
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益の算定上の基礎及び潜在株式調整後１株当たり中間純利益並びに算定上の基礎は、以下の

とおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　2024年９月１日
至　2025年２月28日)

当中間連結会計期間
(自　2025年９月１日
至　2026年２月28日)

(1) １株当たり中間純利益 13円49銭 ８円65銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益 (千円) 213,513 137,803

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益
 (千円)

213,513 137,803

普通株式の期中平均株式数 (株) 15,822,402 15,926,101

(2) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益 13円25銭 8円52銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益調整額 (千円) － －

普通株式増加数 (株) 284,772 238,537

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり中
間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計年
度末から重要な変動があったものの概要

第15回新株予約権
新株予約権の数　495個
（普通株式　49,500株）
第24回新株予約権

新株予約権の数　112個
（普通株式　77,728株）
第25回新株予約権

新株予約権の数　200個
（普通株式　20,000株）
第26回新株予約権

新株予約権の数　1,825個
（普通株式　182,500株）

第15回新株予約権
新株予約権の数　458個
（普通株式　45,800株）
第26回新株予約権

新株予約権の数　1,825個
（普通株式　182,500株）
第27回新株予約権

新株予約権の数　2,200個
（普通株式　220,000株）

 

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ペイクラウドホールディングス株式会社(E36070)

半期報告書

19/23



２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2026年４月14日

ペイクラウドホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

東 京 事 務 所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 飯　塚　　　徹  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 菅　野　貴　弘  

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているペイクラウド

ホールディングス株式会社の2025年９月１日から2026年８月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年９月

１日から2026年２月28日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間

連結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、ペイクラウドホールディングス株式会社及び連結子会社の2026年２月28日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レ

ビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正
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妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中

間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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